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して、小学校第 6 学年を対象に授業を行った。児童が、毛筆を用いて｢ともだち｣という字を、条件を変えつつ 3 



































































協力校・児童 ：N県J市立S小学校 第6学年：33名（男子21名・女子12名） 
授業日 ：2008年9月24日(水) 















































図 1 授業の全体像 














































表 1  1 回目と 3 回目では、書いた字に変化があ
ると思う。 
  はい  いいえ  
1・3 回目比較 91%（29 人） 9% （ 3 人） 
表 2  2 回目の時は、お話をみた気持ちを込めて
書いた。／2 回目に書いた色紙の「ともだち」
には、自分の気持ちが表れていたと思う。 
  はい  いいえ  
2 回目・込めて 25%（8 人）  75%（24 人）  
2 回目・表われ 15%（5 人） 85%（27 人） 
表 3  3 回目の時は、自分の気持ちを込めて書い
た。／3 回目に書いた色紙の「ともだち」に
は、自分の気持ちが表れていたと思う。 
  はい  いいえ  
3 回目・込めて 96%（31 人）  4% （1 人）  
3 回目・表われ 66%（21 人）  34%（11 人）  
 
 
図 2 ３回の書字例（抽出児 U さん） 































 目的  
 １～３回目の書字条件が認識できるかどうかを明らかにする。  
 対象サンプル  
 32名の児童の1-3回の「ともだち」、計96点  
 評価被験者  
 20名（現職教員、大学院生・学部学生） 





1 回目から 3 回目のいずれと思うかをそれぞれ
回答してもらう。 
  
図 3 書字条件の認識を調査する 


















評価してもらうサンプルは、前述の一致率の順位で上位3 人、中位4 人、下位3 人の10 人分、計30サンプ





表 4 一致率 全体の結果 
 
縦軸：実際の書字条件  横軸：予想した書字条件  
表 5  一致率 書字者別の結果 
 
 
図 4 一致率とサンプル 


























表 6 分類項目と意味尺度 
   
図 5 感性情報に関する調査用紙    
表 7 平均値からの考察（全体） 
 
表 8 平均値からの考察（書字者別） 
 
表 9 平均値からの考察（上位・中位・下位） 
 














































表 10 相関からの考察 
表 11 因子分析結果の考察 
 
『書写書道教育研究』第26号 （八長・押木） p.68 
 
5-4 因子分析からの考察 
調査項目がどのように関係するかを検討するため、因子分析をおこなった。計算結果を、表 11に示す。  
第 1 因子は、〈楽しい〉0.781・〈明るい〉0.766・〈暖かい〉0.714 など〔情緒〕に分類した意味尺度が関係
し、〈信頼〉0.543などとともに《友達らしい》0.617や《気持ちが込められている》0.547もここに位置づけら
れる。  













 「1回目や2回目よりもいい字だと自分は思う。」  
 「気持ちを込めて書くと字が変わった。」  
 「気持ちを込めて書いたら文字が丸みをもって、やさしい感じがした。」  
＜相手意識などに関するもの＞として、次のようなものが挙げられる。 
 「身近にいる友達のことを考えて書くことができた。」  
 「気持ちを込めて書いたので、みんなにも伝わって欲しい。」  
＜書くことの文化・文字の機能などに関するもの＞として、次のようなものが挙げられる。 
 「字で、表現ができることが分かった。」  
＜文字を書く学習への意欲・態度に関するもの＞として、次のようなものが挙げられる。 
 「これから、気持ちを込めて書いていきたい。」  
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表 12 N 君の例 
 
 

